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神
戸
・
元
町
駅
前
に
あ
る
炭
焼
居
酒

屋
「
わ
っ
さ
」
は
、
手
作
り
料
理
と
落

ち
着
い
た
照
明
や
堀
炬
燵
式
の
和
風
座

席
が
、
訪
れ
た
人
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
持
ち
に
さ
せ
る
店
だ
。 

　
店
舗
内
で
は
、「
ち
ょ
っ
と
意
外
」

な
も
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
お
酒
や
料
理
を
注
文
す
る
。
そ
の
と

き
ス
タ
ッ
フ
が
手
に
し
て
い
る
の
は
紙

の
伝
票
で
は
な
く
、
携
帯
情
報
端
末
・

Ｐ
Ｄ
Ａ
だ
。
タ
ッ
チ
ペ
ン
を
動
か
し
て

手
馴
れ
た
操
作
で
注
文
を
取
っ
て
い
く
。

そ
し
て
料
理
と
空
間
を
楽
し
み
会
計
に

向
か
う
と
、
レ
ジ
に
は
な
ぜ
か
パ
ソ
コ

ン
が
置
い
て
あ
る
…
。 

   　
同
店
を
運
営
す
る
入
船
（
兵
庫
県
高

砂
市
）
は
兵
庫
県
内
に
17
の
直
営
店

舗
を
展
開
。「
食
の
喜
び
の
創
造
」
を

経
営
理
念
と
し
、
多
様
な
顧
客
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
店
舗
作
り
を
行
っ
て
い
る
。 

　
飲
食
店
に
は
来
店
を
促

す
販
売
促
進
が
欠
か
せ
な
い
。

同
社
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
事

業
部
企
画
課
長
の
安
木
一

正
氏
が
責
任
者
と
な
り
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
つ
け
た
チ
ラ
シ
や
雑
誌

広
告
な
ど
様
々
な
宣
伝
活
動
を
実
行
。

そ
の
過
程
で
、
安
木
氏
は
「
販
促
し
て

も
デ
ー
タ
が
す
ぐ
取
れ
ず
翌
日
で
な
い

と
結
果
が
わ
か
ら
な
い
。
し
か
も
手
計

算
で
、
正
確
性
に
も
疑
問
が
あ
る
。
何

と
か
な
ら
な
い
か
…
」
と
考
え
て
い
た
。 

　
安
木
氏
は
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
産
業

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
派
遣
制
度

を
利
用
し
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ（
Ｉ

Ｔ
Ｃ
）の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。
そ

こ
で
は
、
自
社
の
方
針
に
則
っ
た
Ｐ
Ｏ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
作
り
が
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
た
。 

　
安
木
氏
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
所
属
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
「
ま
い
ど
！
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
メ

ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
つ
つ
、
具
体
的

な
シ
ス
テ
ム
を
探
し
始
め
る
。
し
か
し

価
格
も
含
め
て
今
の
レ
ジ
メ
ー
カ
ー
に

は
希
望
に
沿
う
も
の
が
な
い
。
そ
ん
な

と
き
に
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
Ｉ
Ｔ
Ｃ
永
田

造
氏
か
ら
、
自

身
が
経
営
す
る
シ
ス
テ
ム
会
社
「
エ
ム

ト
ー
ン
」
が
提
供
す
る
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ

ス
の
無
料
試
用
の
提
案
を
受
け
た
。 

   　
本
サ
ー
ビ
ス
は
パ
ソ
コ
ン
に
レ
ジ
機

能
を
持
た
せ
、
入
力
し
た
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
エ
ム
ト
ー
ン

が
運
営
す
る
サ
ー
バ
ー
上
に
保
管
し
、

活
用
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
店
舗
側
は

パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
設
備
が

あ
れ
ば
始
め
ら
れ
、
ま
た
必
要
に
応
じ

た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
で
き
る
。 

　
試
験
的
に
利
用
し
た
結
果
「
パ
ソ
コ

ン
な
ら
で
は
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
し
や

す
さ
」
を
実
感
。
初
期
費
用
は
格
段
に

安
い
し
操
作
性
も
問
題
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
安
木
氏
は
考
え
る
。 

　「
こ
れ
な
ら
も
っ
と
詳
細
な
デ
ー
タ

も
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
新
メ
ニ
ュ

ー
の
滑
り
出
し
は
ど
う
か
、
単
品
別
オ

ー
ダ
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
は
ど
う
か
、
チ
ラ

シ
を
見
て
来
店
し
た
方
は
何
組
か
…
」 

　
入
船
は
、
２
０
０
５
年
春
よ
り
、
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
Ｉ
Ｔ
Ｃ
太
田
垣
博
嗣
氏
、

中
川
普
巳
重
氏
ら
の
協
力

を
得
て
本
格
的
な
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
に
取
り
掛
か
っ
た
。 

　
こ
の
時
点
で
シ
ス
テ
ム

の
焦
点
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
を
超

え
始
め
る
。
Ｐ
Ｏ
Ｓ
は
精

算
時
、
つ
ま
り
顧
客
が
帰

っ
た
あ
と
の
デ
ー
タ
だ
。

そ
れ
以
前
、
顧
客
が
入
店

し
て
か
ら
帰
る
ま
で
の

90
分
の
リ
ア
ル
な
情
報

を
取
り
た
い
。
そ
こ
で
、

ス
タ
ッ
フ
が
注
文
時
に
オ

ー
ダ
ー
情
報
を
Ｐ
Ｄ
Ａ
に
入
力
し
て
、

そ
の
情
報
を
活
用
す
る
「
Ｐ
Ｏ
Ｏ
（
Ｐ

ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
　
Ｏ
ｆ
　
Ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
）
シ

ス
テ
ム
」
が
企
画
さ
れ
た
。 

　「
店
舗
ご
と
の
来
店
者
数
や
オ
ー
ダ

ー
内
容
が
本
社
で
瞬
時
に
把
握
で
き
、

対
応
策
が
取
れ
る
。
ま
た
、
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
は
、
最
適
な
座
席
配
置
な
ど
店

舗
経
営
に
も
活
か
せ
る
」
と
Ｉ
Ｔ
Ｃ
太

田
垣
氏
は
説
明
す
る
。 

　
販
売
管
理
を
超
え
て
、
店
舗
内
の

顧
客
の
動
向
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
伝

え
る
シ
ス
テ
ム
へ
。
こ
う
し
た
進
化
は
、

「
シ
ス
テ
ム
を
試
し
な
が
ら
使
う
」
と

い
う
ス
テ
ッ
プ
が
あ
っ
て
こ
そ
生
ま

れ
た
も
の
だ
。
安
木
氏
は
、「
店
舗
運

営
担
当
部
門
が
デ
ー
タ
を
元
に
時
間

帯
で
ス
タ
ッ
フ
の
シ
フ
ト
を
変
え
た
り
、

商
品
企
画
の
チ
ェ
ッ
ク
が
細
か
く
な

っ
た
り
し
て
い
る
」
と
社
内
の
変
化

を
説
明
す
る
。
現
在
で
は
、
混
雑
し

て
い
る
店
舗
が
す
ぐ
わ
か

る
の
で
、
本
部
か
ら
ヘ
ル

プ
に
入
る
の
も
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
た
。 

　
今
後
は
、
ス
タ
ッ
フ
が

持
つ
Ｐ
Ｄ
Ａ
端
末
を
使
っ

た
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
考
え
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。 

パ
ソ
コ
ン
で
レ
ジ
が
！
 

さ
ら
に
オ
ー
ダ
ー
情
報
も
 

販
促
結
果
を
確
か
め
た
い
が
 

デ
ー
タ
が
取
れ
な
い
 

レジ風景。このデータは
インターネットを経由して
サーバーに蓄積。適宜、
本社のパソコンから店内
の状況をリアルタイムに
確認できる。 

兵庫県高砂市高砂町横町1033 
創　業：大正5年  
資本金：1,000万円  
代　表：代表取締役　入江祥浩  
事業内容：一般給食、委託給食、仕
出し、レストラン（わっさ、ごちそう村、
炭火焼肉いこる家など17店舗） 

会社案内 
株式会社　入船 

URL：http://www.irifunet.com/

入船 
レストラン事業部 
企画課長 
安木一正 氏 

オーダーはPDAに入力。メ
ニューを選ぶだけなので、ス
タッフは難なく使いこなしてい
る。店内の通信は無線LAN
を利用。社内では入力した
情報を時間単位やメニュー
単位で分析して活用中。 

店舗 

閲覧 

エムトーンのサーバー 

本部等のパソコン 

入船のPOS＆POOシステム 

オーダー情報 
アプリケーション 
データ保管 
分析機能 

売上情報 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

サポーター紹介 

　ITコーディネータ（ITC）の有志による勉強会を発端として形成された組織「まいど！　
フォーラム」のメンバー。同フォーラムでは、ITコーディネータの基本手法「プロセスガイド
ライン」を活かしつつも、中小規模企業のIT化においては、体感からスタートし仮説→検
証サイクルを積み重ねる「検証ユニット」が有効と考え、実証研究を進めている。 
　今回の入船の事例では、安木氏の課題意識をフォーラムのメンバーそれぞれがポジシ
ョンを活かしてサポートした。大きな役割分担でいうと、公的な支援制度の紹介やサポー
トが中川氏、POOシステム導入に関わるコンサルティングが太田垣氏、本システムのIT
ベンダーが永田氏である。 
　太田垣氏がユーザー側のITC、永田氏がITベンダーの立場として仕事をする場面では、
公平性が失われないよう配慮。「どのITCやITベンダーにするかはすべて入船さんに選
択していただいた。また、打合せで太田垣氏と永田氏が同席することはなく、入船さんが
自由に意見を言えるようにしていた」（中川氏）とのことだ。 
　本事例のような地域コミュニティをあげての企業支援は、地域中小企業のIT化推進
における一つのあり方として、参考にすべき要素が多い。何よりも安木氏が「ITコーディ
ネータの方にいろいろ励ましていただき、また良いアドバイスをもらっている」と感想を述
べていることが活動の有効性を表しているといえる。 

入船は、 
平成17年度の「IT活用型経営革新モデル事業」に 
採択されました。 

ITコーディネータ 

エムトーン　代表取締役 　 

永田 造　氏 
http://www.M-tone.co.jp

まいど！　フォーラム　代表   

太田垣博嗣　氏 
http://www.ekimae-it.com

京都リサーチーパーク 
EBSセンター　所長 

中川普巳重　氏 
http://www.krp.co.jp/ebs

お
客
様
は
今
、何
を
注
文
し
た
？
 

レ
ジ
を
変
え
た
ら
店
舗
が
見
え
て
き
た
 

デ
ー
タ
で
見
た
か
っ
た
も
の
は
？
 

兵
庫
県
高
砂
市
飲
食
業
　

入
船
の
場
合
 

事　例　紹　介 特　集 顧客は本音を語らない 

！ 


